
＜２＞2012年11月15日第1964号　（第三種郵便物認可）

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

第第
1111
回
地
方
自
治
研
究
集
会
分
科
会

回
地
方
自
治
研
究
集
会
分
科
会  

参
加
者
レ
ポ
ー
ト
（

参
加
者
レ
ポ
ー
ト
（
33
））

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

住
民
と
働
く
者
の

健
康
づ
く
り

 

保
健
所
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の

 

役
割
を
考
え
る

　
　

保
健
所
支
部

 

山
本　

裕
美
子

分
科
会

　

助
言
者
の
池
上
洋
通
（
自
治

体
問
題
研
究
所
主
任
研
究
員
）

さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
話
題
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。「
大
災
害

か
ら
学
ぶ
保
健
所
の
公
務
員
に

と
っ
て
最
低
最
大
の
知
識
は
憲

法
で
あ
る
。
国
会
で
は
こ
れ
か

ら
の
社
会
保
障
制
度
の
原
則

は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
で
あ

る
と
言
う
が
、
こ
の
意
味
は
、

自
分
の
事
は
自
分
で
や
り
、
足

り
な
い
と
き
は
近
所
に
お
願
い

し
て
共
同
で
、
そ
れ
で
も
出
来

な
い
と
き
は
公
助
で
や
る
と
い

う
事
で
あ
る
。
命
が
け
で
闘
っ

た
制
度
を
壊
そ
う
と
す
る
世
の

中
に
な
り
つ
つ
あ
る
。『
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
人

類
の
多
年
に
わ
た
る
、
自
由
獲

得
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
』
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
は
こ

の
基
本
的
人
権
を
侵
す
こ
と
に

も
な
る
。
憲
法
を
守
れ
と
い
う

闘
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

私
は
、
東
北
の
大
震
災
で
の

保
健
師
の
活
動
報
告
か
ら
学
ん

だ
公
務
労
働
の
重
要
性
は
、
基

本
は
世
の
中
が
平
和
で
、
憲
法

が
守
ら
れ
な
い
と
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
平
和
な

国
と
憲
法
が
守
ら
れ
、
そ
の
う

え
で
国
民
が
本
当
に
大
事
に
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
と
再
確
認
し

た
学
び
の
分
科
会
で
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点

で
自
治
体
行
政
を
考
え
る

　
　

府
税
支
部

 

竹
中　

道
子

分
科
会

　

元
朝
日
新
聞
記
者
で
和
光
大

学
教
授
の
竹
信
三
恵
子
さ
ん
を

助
言
者
に
迎
え
て
の
分
科
会
で

し
た
。
竹
信
さ
ん
は
「
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
制
定
時
に
労
働

基
準
法
の
女
性
保
護
規
定
が
廃

止
さ
れ
、
長
時
間
労
働
が
蔓
延

し
、
女
性
は
非
正
規
労
働
を
選

ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
年

金
の
３
号
被
保
険
者
を
つ
く
っ

た
の
も
同
時
期
で
、
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
か
ら
低
賃
金
で
も

い
い
と
い
う
考
え
方
が
、
女
性

の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
の
非

正
規
格
差
を
招
い
た
。
妻
付
男

性
モ
デ
ル
か
ら
両
性
モ
デ
ル
へ

の
転
換
が
必
要
」
と
の
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
女
性
団
体
で
共
同

し
て
運
動
し
た
と
り
く
み
、
②

婦
人
保
護
施
設
が
非
常
に
不
足

し
て
い
る
実
態
、
③
消
費
生
活

相
談
員
な
ど
専
門
的
な
ス
キ
ル

も
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
が
非
常

勤
で
雇
用
不
安
を
か
か
え
十
分

力
を
発
揮
で
き
な
い
実
態
な
ど

が
出
さ
れ
、
大
阪
か
ら
は
橋
下

市
長
の
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ク
レ

オ
大
阪
」
廃
止
に
反
対
す
る
た

た
か
い
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
非
正
規
問
題
を
男
女
平
等

問
題
と
し
て
解
決
す
る
視
点
や

男
女
平
等
行
政
推
進
の
重
要
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
市
場

化
・
民
営
化
を
考
え
る

　
　

府
税
支
部

 

永
谷　

義
浩

分
科
会

　

全
国
の
自
治
体
で
、
広
い
分

野
に
民
営
化
の
波
が
広
が
り
、

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の
雇
用
形

態
も
様
々
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支

え
て
い
る
の
が
、
正
規
の
公
務

員
だ
け
で
な
く
、
非
正
規
職
員

　

９
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
11

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
」
の
分
科

会
報
告
を
３
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て

い
ま
す
。
今
回
が
最
終
回
で
す
。

や
民
間
の
派
遣
労
働
者
な
ど
、

低
賃
金
・
不
安
定
雇
用
の
労
働

者
が
半
数
を
占
め
る
ほ
ど
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
の
た
た
か
い
は
、

「
民
営
化
反
対
」
を
基
本
に
置

き
な
が
ら
も
、
す
で
に
そ
こ
で

働
く
労
働
者
、
と
も
に
仕
事
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
中
で
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

る
か
、
要
求
課
題
も
柔
軟
に
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
に
あ
っ
た
も
の

に
練
り
上
げ
て
い
く
努
力
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
と
も
に
働

く
仲
間
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
の
声
、
要
求
を
一
緒
に
考

え
、
そ
の
分
野
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
だ
と
の
発
言
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
で
も
民
営
化
が

進
ん
で
い
く
な
か
で
、
こ

う
い
う
視
点
が
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
い
ま
、
自

治
体
職
員
や
自
治
体
労
働

組
合
の
活
動
の
制
約
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
約

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
本

質
が
こ
こ
に
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

職
員
の
健
康
や
業
務
に
混
乱
・
支
障
を
き
た
す

「
節
電
策
」は
今
後
行
う
べ
き
で
な
い

　

大
手
前
・
咲
洲
と
も
に
、
ピ

ー
ク
時
間
帯
の
電
力
使
用
量
を

抑
制
で
き
、
関
電
管
内
で
も
ピ

ー
ク
シ
フ
ト
の
効
果
が
あ
り
、

所
属
に
よ
る
工
夫
や
職
員
の
協

力
で
、
昼
休
み
時
間
の
変
更
に

よ
る
著
し
い
府
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
の
大
き
な
混
乱
は
な

か
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
府
職
労
は
、

①
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
効
果
が
あ
る

と
い
う
も
の
の
、
全
体
的
な
節

電
の
効
果
も
あ
る
も
と
で
、
ピ

ー
ク
シ
フ
ト
し
な
く
て
も
「
電

力
不
足
」
は
十
分
に
回
避
で
き

た
し
、
結
果
と
し
て
電
力
も
足

り
て
い
た
。
②
「
著
し
い
府
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
が
、
少
し
で

あ
っ
て
も
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
は
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
。
③

混
乱
が
生
じ
な
か
っ
た
の
は
職

員
の
努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
中
に
は
「
昼
休
み
が
取

れ
な
い
」
と
い
う
職
員
も
お

り
、
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
は
す
べ
き

で
な
か
っ
た
と
指
摘
し
、
節
電

は
否
定
し
な
い
が
、
今
後
は
ピ

ー
ク
シ
フ
ト
の
よ
う
な
職
員
や

業
務
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す

よ
う
な
こ
と
は
行
う
べ
き
で
な

い
と
要
求
し
ま
し
た
。

　11月１日、府当局は「節電取り組み期間中の昼休み
時間の変更について」その実施結果を説明しました。

　府職労は、副主査選考の対象となる研修の拡充を求めて
いますが、新たに都市整備部・住宅まちづくり部が行って
いる２つの研修（「建築付帯設備に係る技術力向上研修」
「プラント設備における設計・積算・施工管理・維持管理
研修」）について、その研修内容が建築職や設備職の方の
みの技術力・知識の向上にとどまらず、土木職など他の技
術職の方のスキル向上にもつながることから、対象者を
「技術職及び技能労務職員」へと拡大するとの説明があり
ました。（※下表参照）

副主査　庁内研修
研修
番号 部局名 研修名 対象者 実施時期 時間数

41 都整 建築付帯設備に係る
技術力向上研修

技術職及び
技能労務職員 10月～12月 約７時間

42 都整
プラント設備におけ
る設計・積算・施工
管理・維持管理研修

技術職及び
技能労務職員 年１回（11月頃予定） １日

46 住まち 建築付帯設備に係る
技術力向上研修

技術職及び
技能労務職員 10月～12月 約７時間

47 住まち
プラント設備におけ
る設計・積算・施工
管理・維持管理研修

技術職及び
技能労務職員 年１回（11月頃予定） １日

※下線部分が変更箇所

副主査選考にかかる副主査選考にかかる
庁内研修リストの一部修正について庁内研修リストの一部修正について

 平成24年11月１日

節電取り組み期間中の昼休み時間の変更について

１．実施理由
  　今夏の節電にあたっては、特に需要の多い電力ピーク時（13
～16時）に電力不足が大きくなるため、この時間帯の使用電力を
抑制することが重要であった。このため、府は節電実行方針の中
で、照明の消灯により使用電力を減らせる昼休み時間を電力ピー
ク時間帯にあわせる「昼休み時間のシフト」などを実施し、電力
ピーク時の使用電力を抑制することとした。

２．ピークシフトの効果
　（１）大手前庁舎・咲洲庁舎の結果
　　 　大手前・咲洲庁舎の電力使用量の日変化グラフに示すとお
り、昼休みをシフトすることで、ピーク時間帯の電力消費量を
抑制することができた。

　（２）関電管内のピーク抑制効果
　　 　府は、昼休みシフトや電気機器の使用時間配慮などによりピ
ーク対策（ピークシフト・ピークカット）を実施。一方、事業
者や家庭においては、関電が用意した法人向けの計画調整特
約、デマンドカットプラン、家庭向けの新たな料金メニューを
利用することなどにより、ピーク時間帯の需要抑制を実施。

　　 　これらの取り組みにより、今夏の最大需要の出現状況につい
ては、13～15時の電力需要がほぼ平準化し、需要ピークタイム
が昼間から夕方にシフトした。ピーク対策の効果によるものと
考えられる。

３．各所属における昼休み時間の変更状況の把握
　 　昼休み時間の変更に伴う府民対応や業務上の支障、府民からの
反応などを把握するため、実施期間終了後、所属へのアンケート
調査を実施した。

　 　その結果、昼休み時間の変更により、通常業務への大きな影響
はなく、所属による工夫や各職員の協力により、昼休み時間の変
更による著しい府民サービスの低下などの大きな混乱はなかった
ことが把握できた。
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